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　ハザードマップとは、将来生じるであろう災害の範囲や被害状況を予測した地図であり、過去の災害記録や

地形・地質などをふまえ、自然災害の種類別に作られ、その地域に暮らす住民の災害に対する意識を高めた

り、災害発生時にとるべき行動を考えたりする際に有効であるとされている。現在、ハザードマップに関して

は高校の地学や地理で取り上げられており、防災教育の一環として利用されることが多い。本研究では、ハ

ザードマップの学習成果や一般的な地学教育との関連付けについて検証するため、ハザードマップの学習を行

う前後の高校生にアンケートを行い、その結果について考察した。 

 

　対象とした福島県立安積黎明高等学校は、福島県郡山市の中心部に位置し、県内でも有数の進学校であ

る。現在は文系コースの2年生の生徒を対象に1年間、「地学基礎」の授業が行われている。授業では火山災害

に関する映像なども積極的に利用し、2年生の最後にはハザードマップを用いた火山防災の授業も行われてい

る。アンケートは2017年12月に、ハザードマップを用いた防災の授業を前年度に受けた3年生と、学習前の

2年生の両学年の生徒に対して行われた。 

 

　アンケートに回答した生徒の出身地は、郡山市が大多数を占めるが、近隣の須賀川市や本宮市などからの生

徒も若干数確認できた。生徒たちの出身地に影響を及ぼすことが考えられる火山災害は、福島県中通り地域に

位置する安達太良山による火山災害である。自治体の発行する安達太良山の火山ハザードマップを確認する

と、降灰の範囲、降灰後の土石流や融雪による泥流などの直接的な被害の範囲は主に火山山麓の玉川村や本宮

市に集中し、郡山市でも被害を受けることが考えられるのは、北部の熱海地区など限られた地域である。 

 

　生徒たちのアンケート回答結果を見ると、福島県内の活火山で知っているものとして2年生では安達太良山

に比べ磐梯山をあげる生徒が多かった。また、「火山災害で知っているもの」としてあげられたのは、両学年

とも火山灰が最多であったが、3年生では火砕流や土石流などの割合が増えた。一方で、「自宅が火山災害の

被害に遭うと思うか」と聞いたところ、3年生はハザードマップで被害が及ぶ可能性がある地域を学習したの

にも関わらず、広範囲の地域出身の生徒が「被害に遭うと思う」と答えていた。本報告ではこのようなアン

ケート結果のデータを示し、高校「地学基礎」の中でのハザードマップを用いた防災教育の課題について議論

する
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